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１
クラウド時代を見据えた
運用管理の方向性　
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１-１．これからの運用管理の進化の方向性　　

Ｂシステム

【個別最適】

【全体最適】

運用管理者 運用管理者Ｃシステム

仮想サーバ群

業務Ａ 業務Ｂ 業務Ｃ

運用管理者

集約化

Ａシステム 運用管理者

大規模化

複雑化

各拠点/事業所/業務システム単位で個別最適化したシステム

全社/グループ企業規模で
集約したシステム

大規模化するシステムに
左右されないスマートな運用

複雑化するシステムでの
柔軟な運用
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JP1 Version 9 が目指す運用管理１-２．

クラウド時代のIT投資の全体最適化を実現するJP1 Version 9　

複雑化するシステムでの柔軟な運用　

大規模化するシステムに左右されないスマートな運用　

Flexible & SmartFlexible & Smart

【ＩＴリソースの効率化】 【運用業務の効率化】
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オートメーションの強化コンセプト

２
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ジョブスケジューラ　(JP1/Automatic Job Management System 3)

分散した企業情報システム上で稼働する業務を一元管理。
ジョブの定義・実行指示・監視・実績管理など、
業務の自動運用に必要な全ての機能を備え、使いやすいGUI画面から簡単に操作できます。

オートメーションを支えるジョブ管理

環境の変化やビジネスの成長にすばやく対応し、信頼性の高いシステム運用と業務の

 自動化を実現します。
業務の運用計画を立案し、ポリシーに基づいたシステム運用や業務の自動化で、

 コアビジネスへの集中を支援します。

Ｘ

スケジュール
運用業務

スケジュール
運用業務

自動アクション
業務

自動アクション
業務

シ
ス
テ
ム
自
動
開
始

シ
ス
テ
ム
自
動
開
始

ファイル転送
業務

ファイル転送
業務

プリント
サービス業務

他システムとの
連携業務

自
動
電
源
投
入

自
動
電
源
投
入

シ
ス
テ
ム
自
動
終
了

シ
ス
テ
ム
自
動
終
了

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

自
動
電
源
切
断

自
動
電
源
切
断

電源の投入から切断まで、システム運転のプロセスそのものを自動化できます。

■システム自動運用の1日の流れ

業務の自動化

オートメーション
 

-計画的に業務を「動かす」-

後継

２-１．
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Flexible & Smart な運用で、IT投資の全体最適化を実現します。

徹底的な業務運用の効率化に向けて、

 ＪＰ１/ＡＪＳ２からＪＰ１/ＡＪＳ３へ

 
「フルモデルチェンジ」！

ジョブ管理

業務観点でのスマートな運用環境を提供

オートメーションの強化コンセプト２-２．

業務集約へ柔軟に対応できるスケーラビリティ

業務観点での見える化を強化
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３
全体最適化のプロセスを
支援するJP1 V9



9© Hitachi, Ltd. 2009. All rights reserved.

全体最適化のプロセスを支援するJP1 V9

【全体最適】

運用 計画

【個別最適】

全社/グループ企業規模で集約したシステム

各拠点/事業所/業務システム単位で個別最適化したシステム

個別最適から全体最適へ向かう計画・構築・運用のプロセスをJP1 V9が支援。

システムの現状把握と

 ITリソースプランニング

集約した環境での

 継続的なITリソースの

 有効活用

構築
規模や複雑さに

 左右されない運用環境

 の構築

３-１．
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運用 計画

IT観点での
全体最適化

構築

ITリソースの効率的な

 利用によるコスト削減システム運用管理者

他の業務の影響を受けないか心配。

担当業務の都合で

 
システムを止められない。

状況把握に時間がかかり、

 
問題への対処が遅れてしまう。

３-２．JP1 V9が実現する全体最適化
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業務観点での
全体最適化

業務管理者

運用 計画

真の全体

 最適化へ

 

真の全体真の全体

 最適化へ最適化へ

IT観点での
全体最適化

構築

システム運用管理者

ITリソースの効率的な

 利用によるコスト削減

３-３．真の全体最適化を実現するには
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受注業務

ERP業務

集計業務

・・・・

 

21時

 

・・・・・

 

24時・・・・・

 

3時

 

・・・・・・

 

6時

 

・・

終了予定時刻

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト

終了予定時刻

集計業務 ERP業務受注業務

受注量が

 
飛躍的に増加 想定外のデータ量で

遅延発生

DB

受注業務の遅延が

 
集計業務に影響し、

 
タイムリミットを越えそう

 

受注業務の遅延が

 
集計業務に影響し、

 
タイムリミットを越えそう

遅延中遅延中

３-４．

●サービスレベルを維持する要件
　　　・複数の業務処理状況を一元的に把握できること
　　　・業務への影響範囲を迅速に特定できること

●サービスレベルを維持する要件
　　　・複数の業務処理状況を一元的に把握できること
　　　・業務への影響範囲を迅速に特定できること

集約にともなう業務観点での課題

複数業務を集約することで、他業務の影響を受ける場合もあるため、

 個々の業務処理状況の把握が一層重要になります。
課題

１

課題

１

業務管理者
今までどおり定時までに

 
処理は終わるんだろうか？
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業務終了予定時刻と進捗度から、
処理が時間内に終わるかどうかを

 
把握できる

 

業務終了予定時刻と進捗度から、
処理が時間内に終わるかどうかを

 
把握できる重要な業務の情報

 
のみ表示し

 
効率的に監視

 

重要な業務の情報

 
のみ表示し

 
効率的に監視

遅れそうだ。

 
優先度の低いジョブを

 
後回しにしよう！

３-５．

サマリー監視画面で重要なジョブを表示して進捗状況を把握することで、

 迅速な対処が可能になります。
ＪＰ１で

 
解決!

サマリー画面による進捗度表示
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ユニット検索機能の強化

検索条件
・実行ホスト
・実行ファイル
・パラメーター
・開始日時
・終了日時　　　など

ユニット名や上位パスに加えて状態や
実行ホストなどの情報を合わせて表示

検索条件の保存が可能

３-６．

ユニット検索機能の強化により操作性を向上。
実行エージェント、実行ファイル、パラメーター、開始日時/終了日時など

 の検索条件を強化しました。また検索条件の保存/復元や再利用により、

 検索条件の入力作業を簡略化できます。

ＪＰ１で

 
解決!
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集計業務 ERP業務受注業務

変更依頼

 
が殺到

業務中断
会社組織変更、

 
人事異動

業務
管理者

システム運用管理者

新サービス開始

システム変更

作業ミス

変更依頼

予想される問題作業集中の契機

業務観点での運用環境の課題３-７．

複数業務を集約すると、システム運用管理者に各種作業が集中し、

 業務中断や作業ミスなどにより業務サービスレベルが悪化。
課題

２

課題

２

●サービスレベルを維持する要件

　　　・業務を止めずに変更処理ができること

　　　・システム運用管理者へ各種作業が集中しないこと

　　　・設定や定義を省力化し、容易な変更・移行処理ができること
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変更したジョブネットを自動で切り替えて実行

6/16から6/15まで

【マンスリースケジュール画面】

全体の業務を止めることなく、計画的に

 
ジョブネットの追加、変更、切り替えができます。

【リリース画面】

【ジョブネット画面】

ノンストップでの業務変更

業務A

個別システム

・・

 

21時

 

・・・・・

 

24時・・・・・

 

3時

 

・・・・・・

 

6時

 

・・

業務A

中断なく

 業務変更

1日

 

・・・・・・・・・・・・・・10日・・・・・・16日・・・・・・20日・・・・・・・・・・・・・・

 

30日

事前登録

【ジョブネット画面】

３-８．

ＪＰ１で

 
解決!

運用中の業務（ジョブネット）に対し、リリース日時を指定して運用変更。

ノンストップで業務を変更できるので、運用効率を向上できます。
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計画切替え運用時における手間と負担を軽減

リリースID：Ｖ１ リリースID：Ｖ２

自動的に切り替えを実現。

そして、業務も止まらない！

「発注業務」 「発注業務」

「発注業務」 「発注業務」

Ｖ８（JP1/AJS2）Ｖ８（JP1/AJS2）

Ｖ９（JP1/AJS3）Ｖ９（JP1/AJS3）

・運用中の業務のスケジュール実行登録解除。

・名称変更してジョブネットの差し替え。

　「発注業務_改」→「発注業務」

・ジョブネットのスケジュール実行再登録。

改訂版ジョブネットを作成改訂版ジョブネットを作成

改訂版ジョブネットを作成改訂版ジョブネットを作成

改訂版ジョブネットのリリース日時

手動で

 切り替え

３-９．

処理手順を変更する場合に現在の業務運用を止めずに、

 新旧の運用切替を自動化できます。
ＪＰ１で

 
解決!
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集計業務 ERP業務受注業務

業務管理者が各自で変更業務管理者が各自で変更

ITリソースの

 
管理に集中

システム運用管理者

変更

 
作業

変更

 
作業

業務管理者の役割に応じた操作環境

業務管理者

開発担当者向け開発担当者向け 運用担当者向け運用担当者向けシステム責任者向けシステム責任者向け

役割や業務別にメニューの変更が可能役割や業務別にメニューの変更が可能

３-１０．

ＪＰ１で

 
解決!

担当者に関係するメニューのみ表示できるので、操作効率を向上できます。

 集約したシステムの運用管理者に負担をかけることなく、業務担当者が各

 自で変更作業可能。



19© Hitachi, Ltd. 2009. All rights reserved.

■入力項目の変更前 ■入力項目の変更後

設定項目数
（各タブ含む）

３９項目

必須項目のみに限定
（PCジョブの場合）

４項目

この値でいいのかな？
入力項目が多くて大変。

全部入力必要？

誤操作防止

設定時間を削減

業務習得時間を短縮

約１／１０まで
削減可能

約１／１０まで
削減可能

設定・定義項目、操作の簡易化３-１１．

利用目的に応じてカスタマイズ。デフォルト設定、入力項目数の削減で、

 オペレーションミス防止と開発効率の向上を実現します。
ＪＰ１で

 
解決!
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ジョブ定義のポータビリティを向上３-１２．

エージェント管理機能により実環境に依存しない定義を実現。
ジョブ実行先エージェント名として、論理的な名称（実行エージェント）を

 定義し、ジョブ定義の移行や変更が容易に実現できます。

本番機

ジョブネット

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

KAIHATSU１ ジョブネット

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

HONBAN1

移行

ジョブネットの

 
変更開発機

HONBAN1 HONBAN３HONBAN２

KAIHATSU１

開発機 本番機

実行エージェント

実行エージェント

ジョブネット

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

Webデータ
清算処理

データ送信
（東京）

データ送信
（大阪）

Webデータ
受注処理

Webデータ更新
（東京）

Webデータ更新
（大阪）

GYOUMU1
ジョブや

ジョブネットに変更なし

AJS3AJS3
ならなら

準備が大変！

実行先ホスト KAIHATSU2

在庫サーバ 受注サーバ 実行エージェントグループ

在庫サーバ 受注サーバA 受注サーバB

実行先ホスト

受注サーバ

実行エージェントにマッピングする

 
実行先ホストの変更のみ！

ＪＰ１で

 
解決!
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集計業務 ERP業務受注業務

データ処理量

 
が集中

実行遅延
会社組織変更、

 
人事異動

業務
管理者

ジョブスケジューラ

新サービス開始

システム変更

業務サービス

 レベルの悪化

ジョブ実行指示

業務量集中に伴うシステムとしての課題

●サービスレベルを維持する要件
　　　・集約により負荷が増大しても性能を維持できること
　　　・システムが集約化されても信頼性を確保できること

●サービスレベルを維持する要件
　　　・集約により負荷が増大しても性能を維持できること
　　　・システムが集約化されても信頼性を確保できること

３-１３．

複数業務を集約すると、システムにおいてもデータ処理量が集中し、

 ジョブ実行の遅延や信頼性の低下などにより業務サービスレベルが悪化。
課題

３

課題

３

予想される問題作業集中の契機
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ジョブ起動性能

およそ１０倍のおよそ１０倍の

 性能向上性能向上

AJS2 AJS3

強化の背景

集約による

 高負荷への対応

集約に伴うシステムの大規模化、

 業務量の増加・集中に対応できるスケーラビリティを確保。

多重コアプロセッサ

 の急速な普及

～測定環境～

 
CPU:2.53GHz(4core:2スレッド)×２

 
OS:Windows2008

 

～測定環境～

 
CPU:2.53GHz(4core:2スレッド)×２

 
OS:Windows2008

３-1４．測定結果から見る性能改善の効果

ジョブスケジューラの多重化でスケーラブルな性能向上

測定結果では、８多重で約１０倍、４多重でも約６倍の性能改善を実現。

また多重化(１多重)されないシステム環境においても、ISAMファイル管理

 方式の改善等、アーキテクチャ刷新により約２倍の性能改善を実現。

ＪＰ１で

 
解決!

サーバコスト
削減に効果！
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JP1/AJS3

 

-

 

ManagerJP1/AJS3

 

-

 

Manager

ｽｹｼﾞｭｰﾙ制御
（AJSサービス1）

ｽｹｼﾞｭｰﾙ制御
(AJSサービス20）・・・・

ジョブ配信

ジョブ実行
制御

ジョブ実行
制御

・ジョブ実行制御をスケジュール制御毎に多重化することで、

ジョブ実行性能のスケーラビリティが向上。

・各々分離したプロセスとするため、１箇所のプロセス

 　障害が他に影響を与えることがなく、信頼性が向上。

 

・ジョブ実行制御をスケジュール制御毎に多重化することで、

ジョブ実行性能のスケーラビリティが向上。

・各々分離したプロセスとするため、１箇所のプロセス

 　障害が他に影響を与えることがなく、信頼性が向上。

ジョブ実行制御方式の概略

・・・・

DBDB

ISAMファイルでの管理を

 
メモリ方式に改善し単体性能も向上

３-1５．業務量増加への圧倒的性能と信頼性の確保

・・・・

組み込みDBが標準となり

ISAMが不要になりました

ジョブ管理マネージャのアーキテクチャ刷新

 組み込みDBを有効的に利用し、大規模対応や検索機能等の機能を拡充。さらに

JP1/AJS3 -

 

Agent JP1/AJS3 -

 

Agent
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デモンストレーション
～簡単操作で使いやすい！

 　
 

操作性向上による業務運用効率化～

４
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デモンストレーションのポイント４-１

定義

運用監視

①目的に応じた各種画面で

 操作性向上

②より細かい検索項目の

 　

 
設定が可能に

③業務の進捗状況を

 　

 
把握可能に

業務運用をさらに効率化するJP1/AJS3の新機能を、

 定義、運用、監視フェーズ毎に紹介します。
デモデモ
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デモの流れ４-２

①目的別画面にログイン　 ②ジョブネット定義
　

 

→権限、担当に応じた

 
　　　設定画面

④メンテナンス予定のサーバ上で、

 
　

 

実行予定のジョブネットを検索
　　→実行スケジュールを変更

③ジョブネット実行登録

⑤重要なジョブネットを表示
　

 

進捗状況なども確認可能

定義 定義

運用

監視

運用

ジョブの定義や、実行状況の把握などにおける各操作を、

 目的に応じた判りやすい画面で操作する様子をご覧いただきます。
デモデモ
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まとめ

５
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●マシンスペックに比例したスケーラビリティの向上
●組み込みDBの標準化

　・性能劣化防止
　・定期的なコンデンス運用が不要
　・スケジュールデータ容量の大幅拡張(2GB超過も可能)
●ジョブネットの大規模化にも対応した性能・操作性の改善

拡大し続けるシステムにもスケーラブルに対応拡大し続けるシステムにもスケーラブルに対応

利用シーンに合わせた直感的な操作利用シーンに合わせた直感的な操作

●利便性を向上させたインタフェースによる、

　

 

設定・定義項目、操作の簡易化

●検索機能の強化による操作性向上

●起動条件改善による使い勝手向上

複雑な運用手順を自動化複雑な運用手順を自動化

●組み込みDBのセットアップを簡素化

●ジョブネットの計画切替え運用時における、

 　

 

手間と負担を軽減

●業務全体の状況把握をより簡略化

まとめ

お客さまの既存資産はそのまま移行できます。
また異なるバージョンが混在する環境でも、接続互換性を保持！

Flexible & Smart な運用で、IT投資の全体最適化を実現します。
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お申込みは、本日配布の
セミナーアンケートにて！

JP1 製品サイト

製品情報、導入事例、カタログ
体験版、セミナー情報

 

etc
JP1に関する情報収集は、
JP1製品サイトから！

http://www.hitachi.co.jp/jp1/

JP1最新情報を継続して入手したい方へ
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少人数のセミナーでより詳しくJP1を理解したい方へ

デモンストレーション展示入り口に
「EtudeTOKYOセミナーお申込みブース」を設けております。
ぜひ、お立ち寄りください。
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セミナーレポート＆資料ダウンロードはこちら

セミナーレポート公開

7月6日（月）より
セミナーレポートを公開予定。

本日の講演資料を
ダウンロードできます（一部セッションを除く）。

URL >>  

http://www.hitachi.co.jp/soft/omw/
ご参考：2008.11.セミナーレポートページ
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最後に

現在地

ぜひ、

展示コーナーに

お立ち寄りください。

展示コーナー
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・Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

・その他記載されている会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。

他社商品名、商標等の引用に関する表示

© Hitachi, Ltd. 2009. All rights reserved.

●画面表示をはじめ、製品仕様は、改良のため変更することがあります。　　

本製品を輸出される場合には、外国為替　 及び外国貿易法並びに米国の
輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要な手続きをお取りください。
なお、ご不明な場合は、弊社担当営業に お問い合わせください。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	これからの運用管理の進化の方向性　　
	JP1 Version 9 が目指す運用管理
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	全体最適化のプロセスを支援するJP1 V9
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	計画切替え運用時における手間と負担を軽減
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	ジョブ定義のポータビリティを向上
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	デモンストレーションのポイント
	デモの流れ
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	最後に
	スライド番号 35

